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　豊島区地域支部総会・懇親会が１１月２４日（金）１８：００より豊島区区立勤労福祉会館（5階会議室）において開催されました。
　三森幹事の司会のもと村中幹事長の開会の挨拶に始まり、三浦支部長の挨拶及び会則12条3項の規定により三浦支部長が総会議長に就き議事がスタートしました。
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　第1号議案の役員補充及び第2号議案のその他を全員賛成のもと新生豊島区地域支部の発展を一致団結して支えて頂く事で承認して頂きました。　最後に遠藤副支部長より閉会の挨拶を頂き、総会は無事終了しました。
引き続き同会議室において、林東京都北部支部支部長、小松東京都西部支部支部長、金澤荒川地域支部支部長、大沢北区地域支部支部長、菊池中野区地域支部支部長、有賀西東京市地域支部支部長、大野板橋区地域支部福士部長、森練馬区地域支部幹事長の来賓の方々の出席のもと、懇親会が菊地副支部長の開会の挨拶でスタートしました。
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三浦支部長の挨拶に続き来賓の紹介行われ引き続き林東京都北部支部支部長が来賓挨拶に立たれ、小松東京都西部支部支部長の乾杯の音頭で歓談が和気藹々と始まりました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

御出席の皆さんが旧交を温められ、宴たけなわと成った頃懇親会
最大のイベントで今
回たっての懇請との
事で参加して頂いた
明治大学応援団とチ
アーガール（総勢10
名）の皆さんによる
アトラクションと応
援歌の競演が行われ
ました。現役の若々
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しいエネルギッシュ
な演技に出席者全員
自身の往時を思い出し感激ひとしおの様子でした。
又、応援団諸君全員の自己紹介はユーモアと応援に対する真摯な姿勢が見て取れ次回にも是非との声が彼方此方から出て本当に素晴らしいひと時でした。
　フィナーレに校歌斉唱を1番　興梠（第八十三代団長）豊島支部常任幹事、2番　小松西部支部長、3番　現役和田渉外担当幹部の指揮のもと全員肩を組み声高らかに斉唱しました。小松支部長の朗々たる指揮振りには全員感謝感激しておりました。
　最後に勝浦副支部長より豊島区地域支部を本日より全員の力で発展させ、誰でもが気軽に参加出来る若々しい支部しようとの挨拶で無事懇親会も終了しました。(白砂事務局長記)

校友会創立百二十周年

記念式典
わが明治大学の前身である明治法律学校が
明治十五年十月に、第一回の二十人の卒業生を
世に送り、その年十二月に初めて卒業生に｢校
友｣という名称を与え、四年後の明治十九年(一

八八六年）十一月に築地にて第一回総会が開催

されてから、本年が百二十周年に当たりますの

で十二月十六日にアカデミーホールにて式典・
[image: image8.wmf]
誉会長の｢日本とアジア｣という講演で恙無く

終了し舞台を二階に移し懇親会を開催しまし

た。

懇親会では豊島支部常任幹事の溝田勝彦校

友をはじめとするマンドリンクラブＯＢ会の演奏と現役応援団による応援歌･応援の紹介で会場は大盛り上がりでした。

　豊島支部からは三浦支部長・斎藤顧問･中谷本部幹事･柴田校友の出席がありました。

　三番までの校歌斉唱後、竣工した｢紫紺館見学会があり、其々母校愛を胸に散会しました。

　尚、前日の十五日には校友会臨時代議員総会があり、三浦･斎藤の両校友の出席がありました。

ラグビー部対抗戦優勝ならず、明早戦に敗退
生まれて初めてのラグビー観戦、付属中から１０年間の明治生活でも体験しなかった未知の世界、憎き早稲田を目の前でねじ伏せる事を期待し胸躍らせ意気込んで試合開始間際、席に着きました。

ほぼ満員に膨れ上がった国立競技場には、多くの学生や産まれて間もない赤ちゃんを連れた家族連れなど様々な年代のファンが集結していました。こんな大観衆でプレーできる選手たちをうらやましく思いながらまるで学生時代に戻ったような気持ちで大声援を送りました。


残念ながら試合には負けてしまいましたが、学生たちの一生懸命な姿を目の当たりにし元気を分けてもらえました。

初めてのラグビー観戦は、とても興奮させていただき改めて母校への愛がこみ上げ「明治でよかった。」と思わせてくれるひとときでした。

最後にこのような機会を作っていただいた豊島支部の皆様に感謝申し上げます。

ありがとうございました。

（平成１２年　商学部商学科卒　野村　栄記）
第八十三回箱根駅伝出場
新年一月二、三日に開かれる箱根駅伝に競争部が出場する。創部一〇〇周年で五〇回目の箱根路という節目を迎え、西弘美駅伝監督（五四）は「目標は十位以内」と意気込んだ。北海道、福島の夏合宿では一日六〇キロの走り込みでスタミナ強化。初出場だった十一月の全日本大学駅伝は十三位に終わったが、「エースがいない分、一人一人がしっかり走る。前々回、前回大会の十八位から大きくジャンプしたい」と飛躍を誓った。

今回より編集担当させていただきました。お知らせする話題が豊富で紙面が足りなくなるのではと思ったりもしましたが、無事に完成致しました。今後、「こんな記事を載せて欲しい！」などご意見ありましたらお寄せいただければ幸いです。
(野村　栄)
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ハーフタイムには豊島支部総会にも参加してくれたチアリーダー達の応援合戦もあり、選手たちのエネルギッシュなプレーと共に場内を盛り上げてくれました。
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大成功！豊島支部総会


１１月２４日開催
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記念講演が挙行されました。


　式典は青木校友会会長の式辞･法人長吉理事長･納谷学長･父母会会長のご祝辞が粛々と行われ、ダルマ目入れ式の後、元内閣総理大臣の村山富一校友会名
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